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犬の十戒 

９月 20 日から 26 日は、「動物愛護週間」です。私たちが大切にしている愛犬や愛猫に改めて

感謝し、動物に対する思いやりを育む機会です。しかし、残念ながら虐待や不適切な扱いを受け

る犬や猫などの動物たちの現実も忘れてはなりません。 

みなさんは「犬の十戒(じっかい)」という短編詩をご存知でしょうか。この詩は作者不明の作

品ですが、犬の視点から飼い主へ向けられた「10 のお願い」は、世界中の犬を愛する人々に深

い共感と感動を呼び起こしました。原文は英語で、翻訳者によっては多少内容が異なりますが、

下段に平易な表現の意訳を掲載しました。詩を読むだけでも、涙がこぼれてしまう方も少なくな

いでしょう。 

この詩をモチーフに書かれた「犬と私の 10 の約束」(川口晴著)は、2008 年に映画化されてい

るので、この作品をご存じの方は多くみえると思います。 

物語の主人公は、14 歳の少女、あかり。ある日、ソックスと名付けた犬を飼うことになりま

す。物語は、母親から教えられた「犬を飼うときの 10 の約束（犬の十戒）」を守りながらソック

スと一緒に成長していくあかりの姿が描かれています。 

飼い始めの頃は、可愛い子犬のソックスに夢中だったあかり。「10 の約束」をしっかりと守っ

ていましたが、あかりが大人になるにつれ仕事や恋愛で忙しくなり、「犬を飼っていると生活が

狭くなる気がする」などと感じるようになります。あかりの中でソックスの存在が段々と小さく

なっていくのです。やがて、年老いたソックスとの別れが訪れた時、あかりは「母親との 10 の

約束」を守れていたかどうか振り返ります。そして「ソックスとの時間が

こんなに短いなんて思わなかった、もっと大切にしてあげればよかった」

と悔やんでも悔やみきれない気持ちになってしまいます。 

この物語は、一緒に長い間生活していると、その状況が永遠に続くかの

ように錯覚してしまう私たちの心理を描写しています。しかし、現実には

犬であれ、人であれ、永遠に続くことはありません。今、この瞬間を大切

に感じることが重要であると思います。犬や動物たちへの思いやりを持

つとともに、私たちと関わる大切な存在への感謝の気持ちを忘れてはな

らないと改めて考えさせられた作品です。 
 

【 犬の十戒 】 

①私と気長につきあってください。  

②私を信じてください。それだけで私

は幸せです。  

③私にも心があることを忘れないでく

ださい。  

④言うことを聞かないときは理由が

あります。  

⑤私にたくさん話しかけてください。人の言

葉は話せないけど、わかっています。 

⑥私をたたかないで、本気になったら私のほ

うが強いことを忘れないでください。 

⑦私が年を取っても仲良くしてください。 

⑧私は 10 年くらいしか生きられません。だ

からできるだけ私と一緒にいてください。 

⑨あなたには学校もあるし友達もいます。

でも私にはあなたしかいません。 

⑩私が死ぬとき、お願いです。そばにいて

ください。 

そしてどうか覚えていてください、私が

ずっとあなたを愛していたことを。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 

 

「犬と私の 10 の約束」(川口晴著) 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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